
ス
業
界
に
お
い
て
独
走
を
続
け
て
い
る
。

「
旅
の
窓
口
」
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
一
九
九
六
年
に
遡
る
。
当
時
は
、「
ホ
テ
ル
の

窓
口
」
と
い
う
名
で
同
年
一
月
に
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
。
ホ
テ
ル
登
録
数
は
僅
か
八
六
件

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

こ
の
「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
の
構
想
は
一
九
九
五
年
か
ら
始
ま
る
。
も
と
も
と
同
サ
イ
ト

は
造
船
業
の
「
日
立
造
船
」
の
子
会
社
「
日
立
造
船
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
株
式
会
社
（
一
九
九

七
年
四
月
に
「
日
立
造
船
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
」
と
合
併
。
以
下
、
Ｈ
Ｚ
Ｓ
）」
の

社
員
達
が
立
ち
上
げ
た
、
ご
く
小
さ
な
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
当
時
、

同
社
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
務
め
、
こ
の
小
さ
な
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

た
和
田
俊
弘
氏
は
、
現
在
、「
旅
の
窓
口
」
を
運
営
す
る
「
マ
イ
ト
リ
ッ
プ
・
ネ
ッ
ト
株

式
会
社
」
の
取
締
役
・
技
術
部
部
長
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
和
田
氏
（
写
真
１
）
が
当
時

の
様
子
を
振
り
返
る
。

「
あ
の
時
は
、
親
会
社
の
不
況
も
あ
り
、
自
分
達
も
外
に
出
て
積
極
的
に
事
業
を
生
み
出

す
こ
と
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
幸
い
、
社
内
で
は
パ
ソ
コ
ン
販
売
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
の
で
、

ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
た
。
日
立
造
船
も
九
五
年
当
時
、

す
で
に
ド
メ
イ
ン
を
取
得
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
も
違
和
感
な
く
視
野

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
で
も
、
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
も
多
く
、
教
育
ソ
フ
ト
を
作
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造
船
不
況
が
生
み
だ
し
た
、
ひ
と
つ
の
偶
然

会
員
数
約
三
〇
〇
万
人
、
契
約
ホ
テ
ル
・
旅
館
数
は
延
べ
一
万
二
〇
〇
〇
件
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
即

時
に
宿
の
予
約
が
完
了
で
き
る
サ
イ
ト
「
旅
の
窓
口
」
は
、
今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
旅
行
予
約
サ
ー
ビ

33

独
走
を
続
け
る
ネ
ッ
ト
業
界
の
ア
ス
リ
ー
ト

業
界
に
風
穴
を
開
け
た
会
員
数
三
〇
〇
万
人
の
旅
行
予
約
サ
イ
ト「
旅
の
窓
口
」

一
九
九
八
年
、
あ
る
企
業
の
会
議
室
で
、
事
業
の
存
続
に
関
す
る
議
論
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
前
に
出
た
一
人
の
男
が
事
業
の
継
続
を
訴
え
、
将
来

的
な
利
益
を
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
提
示
す
る
売
上
予
想
グ
ラ
フ
に

は
と
て
つ
も
な
い
数
字
が
書
き
込
ま
れ
る
が
、
他
の
出
席
者
は
、
に
わ
か
に

は
信
じ
ら
れ
な
い
。

男
は
繰
り
返
す
。「
利
益
は
絶
対
に
出
る
」
と
。
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
の
様
子
を

末
席
か
ら
見
守
る
も
う
一
人
の
男
が
い
た
。
そ
の
時
「
う
ま
く
い
く
は
ず
が

な
い
」
と
感
じ
て
い
た
彼
は
、
や
が
て
そ
の
男
と
共
に
業
界
の
常
識
を
破
る

サ
ー
ビ
ス
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

会
員
数
三
〇
〇
万
人
を
誇
る
旅
行
予
約
サ
イ
ト
「
旅
の
窓
口
」
は
こ
こ
か
ら

生
ま
れ
た
。
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こ
す
こ
と
に
な
る
。
七
月
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
雄
「
ア
マ
ゾ
ン
･
ド
ッ
ト
・
コ
ム
」
が
設

立
さ
れ
る
。
同
社
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
流
通
倉
庫
を
利
用
し
て
、
書
籍
販
売
業
を
拡
大
し
て
い
く
。

こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
年
の
暮
れ
に
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
か
ら
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
を
売
り
に
し
た
Ｏ
Ｓ
「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

９
５
」
が
発
売
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
ブ
ー
ム
、

Ｉ
Ｔ
ブ
ー
ム
が
本
格
的
に
始
ま
る
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
」
も
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、
前
年

に
登
場
し
た
「
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
」
と
の
ブ
ラ
ウ
ザ
戦
争
も
こ
の
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

国
内
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
一
月
に
阪
神
大
震
災
が
発
生
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
の
通
信
が
混
み
合
う

中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
注
目
を
浴
び
た
。「
電
子
メ
ー
ル
」
や
「
Ｗ
Ｗ
Ｗ
」

な
ど
の
言
葉
が
一
般
の
メ
デ
ィ
ア
で
飛
び
交
う
。
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
が
被
害
地
域
や
被
害
状

況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
し
た
「
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、
速
報
系
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
の
先
駆
け
と
な
る

も
の
だ
っ
た
。

す
ぐ
に
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

そ
ん
な
一
九
九
五
年
に
和
田
氏
は
あ
る
事
業
を
思
い
つ
く
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
日
々
の
業
務
風
景
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
。

「
Ｈ
Ｚ
Ｓ
は
出
張
の
多
い
会
社
で
、
東
京
と
大
阪
を
往
復
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
度
に
総
務
部
の
手

を
煩
わ
せ
た
。
そ
ん
な
経
験
か
ら
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
予
約
手
続
き
の
面
倒
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
。
も
っ
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っ
て
み
た
が
一
、
ニ
本
し
か
売
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。」

当
時
の
造
船
不
況
は
深
刻
な
も
の
だ
っ
た
。
戦
後
か
ら
昭
和
三
十
年
代
に
か
け
て
日
本
の
造
船
業
は
世
界

の
中
心
と
な
り
、
急
速
に
成
長
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
衰
退
が
始

ま
る
。
か
つ
て
は
世
界
シ
ェ
ア
の
半
分
を
握
っ
た
日
本
の
造
船
業
は
、
今
で
は
韓
国
と
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
と

い
っ
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。
一
九
九
五
年
当
時
は
、
造
船
業
界
は
構
造
不
況
か
ら
脱
し
切
れ
て
い
な
か
っ

た
。
Ｈ
Ｚ
Ｓ
の
業
務
は
、
親
会
社
「
日
立
造
船
」
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
受
注
が
大
半
だ
っ
た
。
当
然
、

不
況
の
影
響
に
よ
り
仕
事
の
発
注
量
が
減
少
す
る
。
減
少
す
る
だ
け
で
な
く
、
親
会
社
に
依
存
す
る
経
営
体

質
を
改
善
し
て
い
く
必
要
に
も
迫
ら
れ
る
。

当
時
の
和
田
氏
は
そ
ん
な
背
景
か
ら
新
規
事
業
を
模
索
し
始
め
た
。
皮
肉
に
も
こ
の
造
船
不
況
が
、
新
た

な
事
業
を
誕
生
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

一
九
九
五
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
界
が
動
く
年

一
九
九
五
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
界
に
と
っ
て
激
動
の
年
だ
っ
た
。
米
国
で
は
、
四
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
」
が
設
立
さ
れ
る
。
現
在
で
は
、
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
検
索
サ
イ
ト
と
し
て
、
そ
の
名
を
知
ら
ぬ
者
は
い
な
い
ほ
ど
に
成
長
し
た
。
そ
し
て
、
五
月
に
は
、
サ

ン
･
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
社
が
長
年
に
わ
た
り
開
発
し
て
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
「
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
」
が

リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
は
、
ウ
ェ
ブ
・
コ
ン
テ
ン
ツ
業
界
に
革
命
を
起
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に
言
え
ば
、「
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
あ
る
。
サ
イ
ト
の
作
成
か
ら
オ
ー
プ
ン
準
備
ま
で
、
従
来
の
業

務
の
片
手
間
で
行
う
。
宿
泊
予
約
サ
ー
ビ
ス
に
興
味
を
示
し
た
同
僚
が
仲
間
と
し
て
加
わ
り
、
計
三
人
で
小

さ
な
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

十
六
件
の
予
約
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

一
九
九
五
年
暮
れ
に
な
る
と
、
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
の
輪
郭
は
ほ
ぼ
固
ま
っ
て
き
た
。
残
る
課
題
は
、
登
録

し
て
く
れ
る
ホ
テ
ル
や
旅
館
を
探
し
出
す
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
片
手
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
専
任
の

営
業
担
当
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
和
田
氏
ら
は
Ｈ
Ｚ
Ｓ
の
新
規
事
業
と
し
て
す
で
に
開
始
し
て

い
た
旅
行
代
理
店
に
相
談
し
、
こ
の
代
理
店
か
ら
サ
イ
ト
に
登
録
可
能
な
ホ
テ
ル
や
旅
館
を
紹
介
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。
サ
イ
ト
開
設
の
準
備
が
整
い
、
一
九
九
六
年
一
月
に
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」

が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

「
オ
ー
プ
ン
当
時
の
ホ
テ
ル
の
登
録
数
は
八
六
件
。
規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
も
、
あ
の
時
期
に
ス
タ
ー
ト
で

き
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。」

和
田
氏
が
言
う
よ
う
に
当
時
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
黎
明
期
だ
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
ブ
ー
ム
の
兆
し

は
見
え
て
い
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
商
売
を
始
め
る
人
間
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
当
時
の
国
内
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
口
は
僅
か
一
〇
〇
万
人
程
度
。
市
場
で
は
な
く
、「
マ
ニ
ア
の
遊
び
場
所
」
と
い
う
認

知
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
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と
、
簡
単
に
な
ら
な
い
か
と
常
に
思
っ
て
い
た
。」

さ
ら
に
、
上
司
が
米
国
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
出
掛
け
、
本
場
の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
直
に
触
れ
て
き
た
。

感
想
は
「
た
い
し
た
こ
と
な
い
。
ど
れ
も
中
途
半
端
で
、
真
の
サ
ー
ビ
ス
と
言
い
難
い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
」

と
い
う
。
そ
の
中
に
は
、
和
田
氏
が
胸
に
秘
め
て
い
た
宿
泊
予
約
サ
ー
ビ
ス
も
含
ま
れ
て
い
た
。
予
約
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
独
学
し
て
い
た
和
田
氏
も
国
内
外
の
サ
イ
ト
を
調
べ
あ
げ
、
評
価
し
て
み
る
。
結
果
は
や
は

り
、
上
司
と
同
じ
く
「
た
い
し
た
こ
と
な
い
」。
と
も
か
く
使
い
勝
手
が
悪
く
、
即
時
に
予
約
で
き
な
い
サ

イ
ト
ば
か
り
だ
っ
た
。

「
こ
れ
は
早
い
も
の
勝
ち
だ
と
感
じ
た
。
と
に
か
く
、
ユ
ー
ザ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
を
作

れ
ば
、
必
ず
当
た
る
は
ず
だ
」
と
和
田
氏
は
直
感
す
る
。

あ
る
時
、
上
司
か
ら
こ
ん
な
質
問
を
さ
れ
る
。「
米
国
の
サ
ー
ビ
ス
を
上
回
る
も
の
を
作
れ
る
か
？
」
と
。

和
田
氏
の
答
え
は
「
や
れ
ま
す
よ
」
の
一
言
。
そ
の
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

「
思
わ
ず
、『
や
れ
ま
す
よ
』
と
答
え
て
し
ま
っ
た
（
笑
）。
そ
の
頃
は
、
Ｈ
Ｚ
Ｓ
の
中
か
ら
も
様
々
な
事
業

が
立
ち
上
が
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
中
に
は
旅
行
代
理
店
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。
社
内
的
に
も
『
旅
』
や

『
出
張
』
が
ひ
と
つ
の
切
り
口
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
。
駄
目
な
ら
す
ぐ
に
止
め
ら
れ
る
。
そ
ん
な
気
軽

な
気
持
ち
で
始
め
た
。」

和
田
氏
の
構
想
は
、
出
張
時
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
観
光
客
な
ど
を
対
象
と
し
た
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
。
法
人

は
対
象
と
せ
ず
、
あ
く
ま
で
一
般
利
用
者
に
対
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
今
風
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な
ど
、
ユ
ー
ザ
と
宿
泊
施
設
を
繋
ぐ
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
機
能
し
て
い
く
。
日
本
文
化
の
「
遠
慮
」
と

「
恥
じ
ら
い
」
と
い
う
特
徴
を
逆
手
に
と
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
ユ
ー
ザ
と
宿
泊
施
設
を
惹
き
つ
け
た
。

事
業
存
続
の
瀬
戸
際
、
二
人
の
男
の
胸
中

片
手
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
始
ま
っ
た
「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
だ
が
、
一
九
九
七
年
四
月
に
は
会
員
数
が
一
万

人
を
突
破
す
る
。

「
い
つ
で
も
止
め
ら
れ
る
」
と
気
軽
に
始
め
た
和
田
氏
も
、
本
業
の
合
間
を
利
用
し
サ
イ
ト
の
対
応
に
追
わ

れ
て
い
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
和
田
氏
以
下
三
人
が
東
京
や
大
阪
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
へ
営
業
活
動
を
開
始
す
る
。

今
ま
で
は
客
と
し
て
利
用
し
て
き
た
宿
泊
施
設
の
営
業
担
当
に
逆
営
業
を
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な

努
力
が
実
っ
て
同
年
十
一
月
に
は
会
員
数
が
二
万
人
を
突
破
、
十
二
月
に
は
契
約
宿
泊
施
設
数
が
三
〇
〇
件

に
達
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
順
風
満
帆
に
見
え
る
中
、「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
は
常
に
厳
し
い
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い

た
。
会
員
数
が
増
大
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
利
益
が
出
な
い
。
当
時
の
様
子
を
岳
野
氏
が
も
ら
す
。

「
一
九
九
六
、
一
九
九
七
年
は
ず
っ
と
赤
字
経
営
が
続
い
て
い
た
。
会
員
数
は
伸
び
、
担
当
す
る
三
人
も
忙

殺
さ
れ
て
い
た
が
、
利
益
に
結
び
つ
か
な
い
。
社
内
で
も
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。」

一
九
九
八
年
に
入
る
と
い
よ
い
よ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
続
を
議
論
す
る
会
議
が
開
か
れ
る
。
冒
頭
で
紹
介

し
た
シ
ー
ン
だ
。
会
員
数
の
増
大
が
売
上
に
結
び
つ
か
な
い
苛
立
ち
を
覚
え
な
が
ら
、
和
田
氏
は
会
議
の
場
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マ
イ
ト
リ
ッ
プ
・
ネ
ッ
ト
の
常
務
取
締
役
を
務
め
る
岳
野
昭
英
氏
（
写
真
２
）
は
、

当
時
Ｈ
Ｚ
Ｓ
で
経
理
を
担
当
し
て
い
た
。
岳
野
氏
は
「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
の
オ
ー
プ
ン

に
関
し
て
「
随
分
と
毛
色
の
違
う
変
な
こ
と
を
始
め
た
な
、
と
外
か
ら
眺
め
て
い
た
」

と
述
べ
る
。
突
拍
子
も
無
い
こ
と
を
始
め
た
そ
の
頃
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
言
葉
だ
。

そ
ん
な
社
内
の
視
線
を
よ
そ
に
「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
は
一
九
九
六
年
一
月
に
一
六
件

の
予
約
を
受
け
る
。「（
予
約
が
）
来
る
も
ん
だ
な
ぁ
と
思
っ
た
」
と
は
当
時
の
和
田
氏

の
感
想
だ
。
物
珍
し
さ
か
ら
か
、
数
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ
る
。
同
年
八
月

に
は
、
ユ
ー
ザ
が
宿
泊
施
設
の
情
報
を
投
稿
で
き
る
場
「
情
報
交
換
の
広
場
」
を
開
設
。

こ
の
機
能
が
現
在
の
「
旅
の
窓
口
」
の
人
気
の
秘
密
と
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
人
は
面
と
向
か
っ
て
ハ
ッ
キ
リ
と
文
句
を
言
わ
な
い
。
ホ
テ
ル
に
対
し
て
も
そ

う
。
逆
に
ホ
テ
ル
側
は
ユ
ー
ザ
の
本
音
を
聞
き
た
い
。
そ
ん
な
ニ
ー
ズ
を
融
合
し
て
出

来
た
の
が
『
情
報
交
換
の
広
場
』。
ネ
ッ
ト
な
ら
、
皆
本
音
を
言
え
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

予
想
以
上
に
好
評
だ
っ
た
。

掲
示
板
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
意
味
で
は
、
あ
の
『
２

　
（
＊
１
）
ち
ゃ
ん
ね
る
』
よ

り
先
だ
っ
た
。」（
和
田
氏
）

実
は
こ
の
機
能
、
宿
泊
施
設
側
の
経
営
層
か
ら
絶
大
な
る
支
持
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
後
、
宿
泊
施
設
側
も
ユ
ー
ザ
の
書
き
込
み
に
対
し
返
答
で
き
る
よ
う
に
な
る
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運
営
と
開
発
の
費
用
の
捻
出
が
最
大
の
問
題
と
な
っ
た
。
様
々
な
情
報
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
。
そ
の
ア

ン
テ
ナ
に
「
先
進
的
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
実
証
事
業
（
一
九
九
八
年
度
）」
の
公
募
情
報
が
飛
び
込
ん
で
き

た
。当

時
、
米
国
で
は
Ｅ
Ｃ

（
＊
２
）
　
市
場
が
急
速
に
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。
近
い
将
来
、
日
本
に
お
い
て
も
市
場
の

拡
大
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
Ｉ
Ｐ
Ａ
は
、
Ｅ
Ｃ
と
い
う
新
し
い
市
場
の
将
来
性
を
見
込
み
、
支
援
を
決
定

し
た
。

「
事
業
存
続
を
賭
け
て
『
次
世
代
旅
行
予
約
シ
ス
テ
ム
の
開
発
』
と
題
し
て
応
募
し
た
。
と
に
か
く
必
死

だ
っ
た
」
と
和
田
氏
。

事
業
の
存
続
を
賭
け
た
こ
の
応
募
は
〝
吉
〞
と
出
た
。
結
果
は
採
択
だ
っ
た
。

赤
字
事
業
に
一
筋
の
光
が
見
え
始
め
て
き
た
。
公
募
事
業
に
採
択
さ
れ
た
お
か
げ
で
、「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」

の
運
営
と
新
規
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
目
処
が
つ
い
た
。
早
速
、
人
員
を
増
強
し
、
二
つ
の
チ
ー
ム
を
編

成
し
た
。

①
「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
運
営
チ
ー
ム

②
　
新
規
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
チ
ー
ム

人
員
増
強
に
伴
い
人
材
育
成
の
重
要
性
も
知
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
新
規
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
も

社
内
だ
け
で
な
く
、
他
社
と
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。
他
社
と
の
連
携
に
関
し
て
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

発
足
さ
せ
、
共
同
開
発
を
進
め
た
。
経
路
検
索
な
ど
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
く
る
。
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へ
向
か
う
。
前
に
出
て
、「
将
来
的
に
有
望
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
」、「
利
益
は
確
実
に
出
せ
る
こ
と
」

を
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

和
田
氏
は
「
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
分
が
作
っ
て
み
て
自
分
が
感
動
で
き
た
。
絶
対
に
自
信
が
あ
っ
た
」

と
語
る
。
だ
が
、
〝
想
い
〞
を
表
現
し
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
の
難
し
さ
も
痛
感
す
る
。

会
議
に
同
席
し
た
岳
野
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
会
員
数
が
伸
び
続
け
て
い
る
こ
と
だ
け
は
事
実
。
そ
こ
が
救
い
だ
っ
た
。」

い
つ
爆
発
す
る
か
。
そ
れ
が
問
題
だ
っ
た
。
和
田
氏
の
熱
意
は
通
じ
た
。「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
は
新
し
く

戦
力
を
補
充
し
組
織
化
さ
れ
、
営
業
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
和
田
氏
ら
も
専
任
で
サ
ー
ビ
ス

へ
の
対
応
に
没
頭
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
経
費
を
掛
け
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
入
れ
替
え
な
ど
を
行
っ
た
。
も
う
本
気
に
な
る
し
か
な
か
っ
た
。」

（
和
田
氏
）

「
宿
泊
」
予
約
シ
ス
テ
ム
か
ら
「
旅
行
」
予
約
シ
ス
テ
ム
へ

事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
結
果
を
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
和
田
氏
に
と
っ
て
悩
み
の

種
は
、「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
の
運
営
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
同
時
に
行
っ
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
た
こ
と

だ
。「『
宿
泊
』
の
予
約
は
で
き
る
け
ど
、『
旅
行
』
と
い
う
切
り
口
か
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
無
か
っ
た
」
と

当
時
の
悩
み
を
も
ら
す
。
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「
旅
の
窓
口
」
へ
、
そ
し
て
「
マ
イ
ト
リ
ッ
プ
・
ネ
ッ
ト
」
へ

一
九
九
九
年
七
月
、
開
発
済
み
の
新
規
コ
ン
テ
ン
ツ
を
引
っ
さ
げ
て
「
ホ
テ
ル

の
窓
口
」
は
「
旅
の
窓
口
」
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。（
写
真
３
）
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
の
実
証
実
験
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
。
宿
泊
予
約
に
特
化
し
た
旧
サ
イ

ト
と
は
異
な
り
、『
旅
』
に
関
す
る
様
々
な
機
能
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

海
外
ホ
テ
ル
三
五
軒
の
予
約
も
可
能
と
な
り
、
海
外
展
開
の
足
掛
か
り
と
な
る
。

こ
の
頃
か
ら
急
激
に
会
員
数
が
増
え
始
め
、
二
〇
万
人
を
突
破
す
る
勢
い
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
宿
泊
施
設
契
約
数
も
一
五
〇
〇
件
を
突
破
。
十
月
に
は
「
ｉ
モ

ー
ド
」
版
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
た
。
他
サ
イ
ト
と
の
連
携
も
順
調
で
、
様
々
な
サ

イ
ト
を
経
由
し
て
「
旅
の
窓
口
」
に
ユ
ー
ザ
が
集
ま
っ
て
く
る
。

「
数
字
を
見
る
と
や
っ
ぱ
り
公
募
事
業
に
採
択
さ
れ
た
時
が
転
機
だ
っ
た
と
思
う
。

そ
の
時
期
を
境
に
、
会
員
数
も
宿
泊
施
設
契
約
数
も
急
激
に
伸
び
た
。
サ
ー
ビ
ス

を
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
。」（
和
田
氏
）

一
九
九
九
年
十
一
月
で
実
証
実
験
は
終
了
し
た
。
実
験
期
間
中
に
会
員
数
は
二

〇
万
人
を
突
破
し
、
宿
泊
施
設
契
約
数
も
二
〇
〇
〇
件
に
達
す
る
。
今
ま
で
に
な

い
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
か
ら
「
旅
の
窓
口
」
を
Ｈ
Ｚ
Ｓ

か
ら
分
社
化
さ
せ
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
二
月
、「
旅
の
窓
口
」
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「
人
員
が
増
強
で
き
る
し
、
新
規
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
で
他
社
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
。
そ
れ

以
上
に
、
個
人
的
に
は
事
業
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
今
ま
で
は
、
シ

ス
テ
ム
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
親
会
社
の
も
の
を
使
っ
て
い
た
ん
で
す
。
半
人
前
が
よ
う
や
く
一
人
前
に
な

れ
た
気
が
し
た
（
笑
）」
と
和
田
氏
は
当
時
を
思
い
起
こ
す
。

一
方
、
社
内
で
経
理
を
担
当
し
て
い
た
岳
野
氏
は
こ
の
よ
う
に
語
る
。

「
公
募
事
業
に
採
択
さ
れ
て
か
ら
は
、
今
ま
で
と
一
桁
違
う
金
額
が
動
く
も
ん
だ
か
ら
ビ
ッ
ク
リ
し
た

（
笑
）。
不
思
議
と
利
益
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
た
と
感
じ
ら
れ
た
。」

こ
の
時
期
に
開
発
さ
れ
た
新
規
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ひ
と
つ
に
「
旅
行
計
画
」
が
あ
る
。
旅
の
日
程
や
目
的

地
、
宿
泊
地
な
ど
を
入
力
す
る
と
、
簡
単
に
自
分
だ
け
の
旅
行
プ
ラ
ン
が
作
成
で
き
る
も
の
だ
。
ま
た
、

航
空
機
予
約
サ
イ
ト
と
連
動
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
様
々
な
観
光
情
報
の
提
供
、
そ
し
て
、
自
分
の
宿
泊
履
歴

を
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る
「
個
人
ペ
ー
ジ
」
な
ど
も
開
発
が
進
む
。
旅
行
者
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
、
現
在
の
「
旅
の
窓
口
」
の
原
形
が
こ
の
時
期
に
生
ま
れ
た
。

一
九
九
九
年
四
月
、
遂
に
事
業
部
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
名
称
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
部
。「
あ
ま
り
に
も
社
内
の
事
業
内
容
と
毛
色
が
違
う
も
の
だ
か
ら
、
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
ん
で
す
」
と
は
岳
野
氏
。
和
田
氏
も
「
こ
れ
で
覚
悟
が
で
き
た
」
と
振
り
返
る
。
導
火
線
の
火
は
よ
う

や
く
大
量
の
火
薬
の
も
と
に
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
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っ
た
。

海
外
へ
の
展
開
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
海
外
宿
泊
施
設
契
約
数
は
す
で
に
五

〇
〇
〇
軒
を
突
破
。
英
語
サ
イ
ト
の
オ
ー
プ
ン
や
海
外
予
約
サ
イ
ト
と
の
提
携
な

ど
に
よ
り
、
海
外
か
ら
の
旅
行
予
約
も
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
に
は
中
国

語
サ
イ
ト
と
韓
国
語
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
さ
ら
に
、
海
外
か
ら
の
旅
行
客

獲
得
に
意
欲
を
見
せ
る
。

「
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
増
や
し
て
、
様
々
な
地
域
に
展
開
し
た
い
。
す
で
に
上
海

で
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
一
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
が
、
生
活
習
慣
の
違
い

に
苦
労
し
て
い
る
。
で
も
、
い
つ
か
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
み
た
い
に
世
界
中
ど
こ
に

で
も
『
旅
の
窓
口
』
が
あ
る
よ
う
に
し
た
い
。」（
岳
野
氏
）

旅
行
業
界
の
常
識
を
破
る
『
シ
ス
テ
ム
屋
』
の
イ
ン
フ
ラ
作
り

「
旅
の
窓
口
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
界
と
旅
行
業
界
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
は

非
常
に
大
き
い
。
ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
界
で
は
、
成
功
し
に
く
い
と
言
わ

れ
続
け
て
き
た
「
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
」
で
成
功
し
て
い
る
点
が
驚
異
に
映
っ
て
い
る
。
一

九
九
九
年
頃
か
ら
雨
後
の
た
け
の
こ
の
よ
う
に
誕
生
し
た
ド
ッ
ト
・
コ
ム
企
業
の

多
く
は
、
現
在
、
低
迷
し
て
い
る
。
理
由
は
様
々
だ
が
、
一
番
の
要
因
は
ユ
ー
ザ
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の
運
営
母
体
と
し
て
新
会
社
が
生
ま
れ
た
。

現
在
の
「
マ
イ
ト
リ
ッ
プ
・
ネ
ッ
ト
」
だ
。
わ
ず
か
三
人
で
始
ま
っ
た
小
さ
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
遂
に
ひ
と
つ
の
企
業
と
し
て
一
人
立
ち
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

分
社
化
に
際
し
て
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

「
分
社
す
る
こ
と
は
社
内
で
も
わ
か
っ
て
い
た
け
ど
、
組
織
図
を
見
る
と
管
理
部
門
に

誰
も
い
な
い
。『
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
？
』
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
こ
に
は
私
が
行
く
こ

と
に
な
っ
た
（
笑
）。
ま
さ
か
、
自
分
が
行
く
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」

冗
談
を
交
え
な
が
ら
話
す
岳
野
氏
。
こ
れ
ま
で
傍
観
し
て
い
た
男
が
、
初
め
て
和
田

氏
と
ひ
と
つ
の
事
業
に
向
き
合
う
こ
と
と
な
っ
た
。

分
社
後
の
「
旅
の
窓
口
」
の
成
長
ぶ
り
は
凄
ま
じ
い
。
以
来
、
三
年
半
、
二
〇
〇
三

年
十
月
現
在
で
会
員
数
は
約
三
一
〇
万
人
。
宿
泊
施
設
契
約
数
は
約
一
万
二
〇
〇
〇
件

と
驚
異
的
な
数
字
を
誇
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
旅
行
予
約
サ
ー
ビ
ス
業
界
に
お
け

る
シ
ェ
ア
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
あ
る
調
査
会
社
の
調
べ
に
よ
る
と
、
そ
の
シ
ェ
ア
は

七
割
に
達
す
る
と
い
う
。
月
間
の
予
約
件
数
も
約
八
七
万
件
に
達
し
て
い
る
。（
写
真
４
）

二
〇
〇
一
年
度
に
は
売
上
高
が
二
〇
億
円
、
二
〇
〇
二
年
度
に
は
三
〇
億
円
を
突
破

す
る
（
図
１
）。
営
業
利
益
も
順
調
に
伸
び
続
け
て
お
り
、
二
〇
〇
二
年
度
は
一
〇
億
円

を
達
成
し
た
。
そ
の
お
か
げ
か
、
現
在
で
は
社
員
数
が
五
〇
人
を
超
え
、
大
所
帯
と
な

45
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従
来
の
年
間
契
約
料
の
概
念
を
捨
て
去
る
商
売
の
や
り
方
は
、
旅
行
業
界
か
ら
す
れ
ば
奇
抜
に
映
る
。

ユ
ー
ザ
と
宿
泊
施
設
の
ニ
ー
ズ
の
み
を
追
求
し
た
〝
シ
ス
テ
ム
屋
〞
の
発
想
だ
。
こ
の
発
想
が
慣
習
を
破

っ
て
通
用
し
た
の
は
、「
全
体
の
パ
イ
か
ら
見
れ
ば
ニ
ッ
チ
な
存
在
」（
和
田
氏
）
だ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ

な
い
。

し
か
し
、「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
以
降
、
流
れ
が
変
わ
っ
た
。
既
存
の
旅
行
代
理
店
を
含
む
数
多
く
の
宿
泊

予
約
サ
ー
ビ
ス
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
登
場
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
情
報
化
が
遅
れ
て
い
た
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
急
速
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
導
入
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
旅
行
予
約
は
、
旅
行
業
界
全
体
の
約
一
〇
％
を

占
め
る
と
い
う
調
査
デ
ー
タ
ま
で
あ
る
。

「
あ
え
て
旅
行
業
界
に
つ
い
て
勉
強
す
る
気
は
な
か
っ
た
。
僕
達
は
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
イ
ン
フ
ラ
を
作

る
だ
け
。」（
岳
野
氏
）

今
や
、
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
旅
行
予
約
だ
が
、「
旅
の
窓
口
」
が
そ
の
業

界
の
常
識
に
風
穴
を
開
け
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
当
人
達
に
は
そ
ん
な
気
負
い
は
全

く
な
い
。
変
革
と
は
意
外
と
こ
ん
な
人
物
が
起
こ
す
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
単
な
る
予
約
サ
イ
ト
じ
ゃ
な
い
」

宿
泊
施
設
側
の
声
に
も
耳
を
傾
け
て
み
た
い
。
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の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
企
業
が
少
な
か
っ
た
こ

と
に
あ
る
。

「
誰
も
が
使
っ
て
便
利
と
感
じ
る
イ
ン
フ
ラ
を
作
り
た
か
っ
た
」
と
和
田

氏
は
さ
ら
り
と
言
う
。
玉
石
混
交
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
界
を
眺
め
て
み

る
と
、
そ
れ
が
一
番
難
し
い
こ
と
だ
と
改
め
て
実
感
す
る
。

一
方
、
旅
行
業
界
に
は
従
来
の
商
慣
習
を
打
ち
破
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
映
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

従
来
は
、
旅
行
代
理
店
が
宿
泊
施
設
の
窓
口
（
一
定
の
部
屋
数
の
予
約

を
代
理
店
に
委
託
す
る
）
と
な
り
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

宿
泊
施
設
側
は
旅
行
代
理
店
に
対
し
、
年
間
契
約
料
を
支
払
う
。
こ
の
ス

キ
ー
ム
は
何
十
年
も
の
間
、
不
変
で
あ
り
、
業
界
の
商
慣
習
と
し
て
定
着

し
て
い
た
。
不
況
の
煽
り
を
受
け
、
宿
泊
施
設
経
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
。
新
た
な
集
客
チ
ャ
ネ
ル
を
宿
泊
施
設
側
は
常
に
模
索
し
て
い
た
。

そ
こ
に
現
れ
た
の
が
「
旅
の
窓
口
」
だ
。

同
サ
ー
ビ
ス
が
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
界
で
評
判
と
な
っ
た
の
は
、
宿
泊
が

発
生
し
た
時
の
み
手
数
料
を
も
ら
う
出
来
高
払
い
制
を
打
ち
出
し
た
か
ら

だ
。（
図
２
）
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た
。
最
初
は
、
ユ
ー
ザ
の
本
音
を
見
る
こ
と
が
恐
怖
だ
っ
た
。
し
か
し
、「
そ
の
情
報
を
見
て
泊
ま
り
に
来

る
お
客
様
が
多
か
っ
た
。
今
ま
で
は
消
費
者
は
情
報
弱
者
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
、
そ
の
弱
者
を
強
者
に
変
え
、
生
の
情
報
を
受
発
信
で
き
る
の
だ
と
実
感
し
た
。」（
長
谷
川
氏
）

登
録
当
初
は
「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
経
由
の
宿
泊
客
は
月
に
一
、
ニ
件
程
度
だ
っ
た
。
現
在
で
は
、
月
平

均
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
件
、
多
い
と
き
で
六
〇
〇
件
に
達
す
る
と
い
う
。

「
も
ち
ろ
ん
、『
旅
の
窓
口
』
以
外
の
予
約
サ
イ
ト
に
も
登
録
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
全
宿
泊
の
七
割
近

く
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
す
。
加
盟
し
て
い
る
予
約
サ
イ
ト
だ
け
で
い
う
と
九
割
が
『
旅
の
窓
口
』

経
由
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
大
半
。」（
長
谷
川
氏
）

「
旅
の
窓
口
」
の
営
業
担
当
は
頻
繁
に
「
観
月
」
を
訪
れ
、
旅
館
側
の
要
望
に
耳
を
傾
け
る
。
長
谷
川
氏

も
サ
イ
ト
上
の
地
図
表
示
な
ど
細
か
な
要
望
を
言
う
。
大
手
サ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
宿

泊
施
設
側
へ
の
細
や
か
な
対
応
は
変
わ
ら
な
い
。
長
谷
川
氏
も
こ
の
点
に
感
心
す
る
。

「
何
十
年
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
業
界
が
変
わ
り
始
め
て
い
る
の
か
も
。」

長
谷
川
氏
が
最
後
に
呟
い
た
こ
の
一
言
が
印
象
的
だ
っ
た
。

先
駆
者
は
マ
イ
ペ
ー
ス
で
走
り
続
け
る

二
〇
〇
四
年
で
「
旅
の
窓
口
」
は
九
年
目
（「
ホ
テ
ル
の
窓
口
」
時
代
か
ら
併
せ
て
）
を
迎
え
る
。
消
長

の
激
し
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
界
に
お
い
て
、
こ
れ
は
驚
異
的
な
こ
と
だ
。
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東
京
都
大
田
区
の
「
観
月
」
は
、
昭
和
四
年
創
業
、
七
十
年
を
越
す
老
舗
旅
館
だ
。

か
つ
て
大
田
区
が
日
本
の
工
場
と
し
て
栄
え
て
い
た
頃
は
、
企
業
の
集
合
研
修
の
宿
泊

な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
不
況
の
煽
り
を
受
け
、
修
学
旅
行
客
や
出
張
時
の
ビ
ジ
ネ

ス
客
な
ど
新
規
顧
客
層
の
開
拓
が
急
務
と
な
っ
た
。

一
九
九
六
年
頃
、
専
務
取
締
役
の
長
谷
川
哲
史
氏
（
写
真
５
）
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
存
在
を
知
り
、
急
い
で
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
を
覗
い

て
、
長
谷
川
氏
は
あ
る
こ
と
を
直
感
し
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
界
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
急
い
で
手
を

打
た
ね
ば
」
と
。

偶
然
、
知
り
合
い
か
ら
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
の
が
九
七
年
頃
。

サ
イ
ト
を
覗
く
と
、
従
来
の
予
約
サ
イ
ト
と
は
全
く
違
う
。
中
途
半
端
な
サ
ー
ビ
ス
ば

か
り
を
目
に
し
て
き
た
長
谷
川
氏
に
衝
撃
が
走
る
。
そ
の
サ
イ
ト
こ
そ
「
ホ
テ
ル
の
窓

口
」
だ
っ
た
。

「
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
宿
泊
予
約
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
衝
撃
的
な
サ
イ
ト
だ
っ
た
。
使
い

勝
手
も
良
い
し
、
即
時
予
約
が
可
能
だ
っ
た
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
も
ゼ
ロ
。
手
数
料

も
安
い
し
、
出
来
高
払
い
制
。
す
ぐ
に
登
録
す
る
こ
と
に
し
た
。」（
長
谷
川
氏
）

長
谷
川
氏
が
最
も
気
に
入
っ
た
の
は
サ
イ
ト
内
に
あ
る
「
情
報
交
換
の
広
場
」
だ
っ
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も
無
い
。

か
つ
て
の
「
小
さ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
今
や
誰
も
が
認
め
る
巨
大
サ
イ
ト
へ
と
変

貌
し
た
。
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そ
ん
な
「
旅
の
窓
口
」
は
、
先
頭
を
走
り
続
け
る
ア
ス
リ
ー
ト
に
た
と
え
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
短
距
離
で
も
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
常
に
先
頭
を
走
り
続
け
る
こ
と

は
難
し
い
。
他
の
選
手
の
目
標
と
な
っ
て
し
ま
う
し
、
思
い
切
っ
た
作
戦
も
と
れ
な
い
。

九
年
も
の
間
、
旅
行
予
約
サ
ー
ビ
ス
の
世
界
で
先
頭
を
走
り
続
け
た
「
旅
の
窓
口
」
の

パ
ワ
ー
の
源
は
な
ん
だ
ろ
う
？

「
業
界
の
た
め
と
か
そ
ん
な
大
袈
裟
な
こ
と
で
は
な
く
、
僕
達
は
た
だ
ユ
ー
ザ
と
旅
館

や
ホ
テ
ル
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
イ
ン
フ
ラ
を
作
っ
て
き
た
。
気
負
っ
て
や
っ
て
も
面

白
く
な
い
し
、
う
ま
く
い
か
な
い
。
今
ま
で
通
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
し
ろ
海
外
展
開
に
し

ろ
、
自
分
達
が
良
い
と
思
っ
た
も
の
を
提
供
し
て
い
く
だ
け
。」（
和
田
氏
）

競
争
相
手
の
こ
と
な
ど
意
に
介
さ
ず
。
常
に
マ
イ
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

今
も
快
調
な
ピ
ッ
チ
を
刻
む
こ
と
が
で
き
る
。（
写
真
６
）
簡
単
な
よ
う
で
意
外
と
難
し

い
。
あ
の
『
片
手
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
た
和
田
氏
の
言
葉
に
、

「
旅
の
窓
口
」
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

二
〇
〇
三
年
九
月
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
「
楽
天
株
式

会
社
」
が
マ
イ
ト
リ
ッ
プ
・
ネ
ッ
ト
を
三
二
三
億
円
で
買
収
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

リ
ス
ト
ラ
対
象
か
ら
始
ま
っ
た
「
旅
の
窓
口
」
の
将
来
性
に
付
け
ら
れ
た
値
段
は
途
方
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